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要約

日本人における血圧値、肥満度、喫煙状況、糖尿病の組み合わせが与える 65 歳健康寿命

への影響について検討した。方法は、NIPPON DATA90 の全国 300 地区約 7000 人の国民の

20 年間追跡データに基づき、65 歳健康寿命は多相生命表を用いて算出した。 

その結果、II/III 度高血圧（収縮期血圧 ≥ 160 mmHg かつ/または 拡張期血圧 ≥ 100mmHg）、

肥満（Ⅱ度：BMI ≥ 30.0 kg/m2）、現在喫煙、糖尿病(HbA1c ≥ 6.5%, かつ/または 糖尿病治療

中)を全て併せ持つ男性における 65 歳健康寿命（12.9 年、95％信頼区間[CIs]： 12.9-13.0 歳）

は、これらの危険因子を全く持たない男性（健康寿命：22.6 歳、95％CIs：22.4-22.8 歳）の

と比べて 9.7 歳短かった。II/III 度高血圧、肥満、現在喫煙、糖尿病を全て併せ持つ女性にお

ける 65 歳健康寿命（16.2 年、95％CI：15.9-16.5 年）は、これらの危険因子を全く持たない

女性（健康寿命：26.3 年、95％CI：26.3-26.3 年）のと比べて 10.1 年短かった。危険因子と

健康寿命の関連をみると、高血圧、現在喫煙、糖尿病は、健康寿命の短縮に影響を与えてお

り、肥満度は低体重が健康寿命の短縮に影響を与えていた。低体重は病気の理由で痩せてい

る場合もあること、肥満は普通体重と同等ですが、これはアジア人では肥満者の割合が欧米

と比べて少ないため結果が表れにくかった可能性があり、結果の解釈には十分な注意が必

要である。

本研究の成果は、健診結果に基づく保健指導や診療での活用や、各自治体の健康日本 21

（第三次）に基づく自治体が行う健康づくりでの活用が期待される。

Comprehensive assessment of the impact of blood pressure, body mass index, smoking, and 

diabetes on healthy life expectancy in Japan: NIPPON DATA90. 
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